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イスラームの普遍的神託
祝福されたムハッラム月は、アッラー[image: image1.emf]

が聖クルアーンの中で神聖であると言明された４つの月の１つです。；36. 本当にアッラーの御許で，（1年の）月数は，12ヶ月である。アッラーが天と地を創造された日（以来の），かれの書巻のなか（の定め）である．その中4（ヶ月）が聖（月）である。[*1]それが正しい教えである。だからその聖月中にあなたがたは互いに不義をしてはならない。そして多神教徒が皆であなたがたと戦うように，（あなたがたも）皆て戦え。アッラーは，主を畏れる者と共におられることを知れ。；悔悟章(アッ･タウバ)9:36　
この月の間、私達は来る年の成功と幸せをアッラー[image: image2.emf]

へ祈願すべきです。そして私達はアッラーの御使いムハンマド[image: image3.png]&)



の、マッカの迫害からマディーナの安全へのヒジュラ(聖還)を考慮するために、しばしば立ち止まるべきです。預言者ムハンマド[image: image4.png]&)



の人生は、最後の日までの地球に生きる全ての人類への導きと、現世と来世での益を齎す教訓で溢れています。
ヒジュラから得た第一の教訓は、イスラームの素晴らしさについてでした。；164. 本当にアッラーは，信者たちに対して豊かに恵みを授けられ，かれらの中から，一人の使徒をあげて，啓示をかれらに読誦させ，かれらを清め，また啓典と英知を教えられた。これまでかれらは明らかに迷い誤りの中にいたのである。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:164　それは、預言者[image: image5.png]&)



と教友達[image: image6.png]


が、その神託を私達へ伝えるために、大いなる苦難を耐えるように奮い立たせた、イスラームの素晴らしさの理解でした。；100. （イスラームの）先達は，第1は（マッカからの）遷移者と，（遷移者を迎え助けたマディーナの）援助者と，善い行いをなし，かれらに従った者たちである。アッラーはかれらを愛でられ，かれらもまたかれに満悦する。かれは川が下を永遠に流れる楽園を，かれらのために備え，そこに永遠に住まわせられる。それは至上の幸福の成就である。；悔悟章(アッ･タウバ)9:100　；117. アッラーは，預言者と苦難の時にかれに従った遷移者たち〔ムハージルーン〕と援助者たち〔アンサール〕に哀れみをかけられた。その後かれらの一部の者の心は，（その義務の履行から）殆んど逸れてしまった。その時かれはかれらに，哀れみをかけられた。本当にかれは，かれら（ムスリム）に規切であり慈悲深くあられる。；悔悟章(アッ･タウバ)9:117　
アブドゥッラー･イブン･マサゥード[image: image7.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image8.png]&)



は言われました。「アッラーは世界の人々の心の中をご覧になり、最も心の優しい人々を選び、彼らの心を知識で満たしました。これらの人々は預言者ムハンマドの教友達でした。」(アフマド)　これらの偉大な人々が、苦難を引き起こされたわけは、アッラー[image: image9.emf]

の御目には価値が全くなかったからではなく、主は彼らの地位を上げ、イスラームが私達への彼の偉大な贈物であると、私達に教えられたかったからでした。もしそうでなかったならば、なぜこれら全ての偉大な人々は、私達へ神託を齎すために、この様な困難に耐えたのでしょうか？；9. 本当にわれこそは，その訓戒を下し，必ずそれを守護するのである。；アル･ヒジュル章15:9　

イスラームは全人類への神託です

アッラーの御使い[image: image10.png]&)



のヒジュラから学ぶべき第二の教訓は、イスラームの神託の普遍的性質に関係しています。イスラームは、アラブやアラビア半島の部族達のためだけの、民族的宗教ではありません。アッラー[image: image11.emf]

は、以前の使徒達が生きた時代と場所に従って、特定の民族のためを意図した以前の神託の教えを完成させるために、彼の最後の預言者ムハンマド[image: image12.png]&)



を送られました。以前の全ての預言者達の神託は、完全ではありませんでした。なぜなら彼らそれぞれは、特定の民族のためを意図されてました。彼らは(全人類のためを)意図されていなかったため、世界中の全ての人が従うには適していませんでした。
；65. （われは）またアードの民に，その同胞のフードを（遣わした)。かれは言った。「わたしの人びとよ，アッラーに仕えなさい。あなたがたには，かれ（アッラー）の外に神はないのである。あなたがたは主を畏れないのか。」；高壁章(アル･アアラーフ)7:65　；73. （われは）また，サムードの民にその同胞サーリフを（遣わした）。かれは言った。「わたしの人びとよ，アッラーに仕えなさい。あなたがたには，かれの外に神はないのである。今主から証があなたがたに下った。このアッラーの雌ラクダが，あなたがたへの印である。それでこれをアッラーの大地に放牧して食べさせなさい。そしてあなたがたが痛ましい懲罰に遭わないよう，それに害を加えてはならない。；高壁章(アル･アアラーフ)7:73　；85. （われは）また，マドヤンの民に，その同胞のシュアイブを（遺わした）。かれは言った。「わたしの人びとよ，アッラーに仕えなさ

[*1]　聖月とは、ヅ･ル=カアダ(11月)、ヅ･ル=ヒッジャ(12月)、ムハッラム(1月)、ラジャブ(7月)です。

い。あなたがたにはかれの外に神はないのである。今主からの証が，あなたがたに下ったのだ。だからきちんと寸法をとり，目方を量り，人を誤魔化してはならない。また秩序が定められた後，地上で悪を行ってはならない。もしあなたがたが信者であるならば，これはあなたがたのために最も良いことである。；高壁章(アル･アアラーフ)7:85　；42. あなたと兄弟は，われの印を携えて行け。そしてわれを念ずることを怠ってはならない。；ター･ハー章20:42　；106. かれらの同胞のヌーフが，かれらに言った時を思い起しなさい。「あなたがたは，主を畏れないのですか。；詩人たち章(アル･シュラアーゥ)26:106　；161. 同胞ルートが，かれらに，「あなたがたは主を畏れないのですか。」と言った時を思い起しなさい。；詩人たち章(アル･シュラアーゥ)26:161　；5. 且つてわれは，印を持たせてムーサーを遺わし，「自分の民を，暗黒から光明に導き出し，アッラーの日々（諸民族の過去の出来事）をかれらに銘記させなさい。」と（命じた）。本当にこの中には，耐え忍んで感謝する凡ての者への印がある。；イブラーヒーム章14:5　；63. イーサーが様々な明証をもってやって来た時言った。「本当にわたしは，英知をあなたがたに齎し，あなたがたが論争することの，多少の部分をあなたがたのために，説き明かすためである。それでアッラーを畏れ，わたしに従え。；金の装飾章(アッ･ズフルフ)43:63　
　全ての預言者達が、最後の預言者についての朗報を持って来ました。；81. アッラーが預言者たちと約束された時を思え。（かれは仰せられた）。「われは啓典と英知とをあなたがたに授ける。その後で，あなたがたが持つ（啓典）を実証するため，一人の使徒があなたがたのところに来るであろう。（その時）あなたがたはかれを信じ，かれを助けなさい。」かれは仰せられた。「あなたがたはこれを承知するか。このことについて，われと固い約束をするか」かれらは申し上げた，「承知しました」「それならあなたがたは証言しなさい。われもあなたがたと共に立証しよう。」と仰せられた。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:81　；6. マルヤムの子イーサーが，こう言った時を思い起せ。「イスラエルの子孫たちよ，本当にわたしは，あなたがたに（遣わされた）アッラーの使徒で，わたしより以前に，（下されている）律法を確証し，またわたしの後に来る使徒の吉報を与える。その名前は，アハマドである。」だがかれが明証をもって現れた時，かれらは，「これは明らかに魔術である。」と言った。；戦列章(アッ･サッフ)61:6　
　イスラームは最後の神託であり、それゆえアッラー[image: image13.emf]

は、それを全ての時と全ての場所で、最後の審判の日まで普遍的に適応させました。なぜならイスラームの後には、如何なる預言者も使徒も来ないからです。；107. われは只万有への慈悲として，あなたを遣わしただけである。；預言者章(アル･アンビヤーゥ)21:107
イスラームは人類の性質に基礎をおきます

預言者ムハンマド[image: image14.png]&)



によって齎された普遍的性質はとても明白です。それは全ての場所と全ての時代に適しています。なぜならそれは完全に自然で、フィトラ(本来の生き方)に全く矛盾しておらず、かえってそれはフィトラに基礎を置いているからです。アブー･フライラ[image: image15.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image16.png]&)



は言われました。「『アル=フィトラ(イスラーム)以外で生まれる赤ちゃんは一人もいません。(若い動物の)体のどこか一部でも切断されているのを見ますか?　動物が完璧な若い動物を生むように、その後彼の両親が彼をユダヤ教徒やキリスト教徒やマギ教徒にさせます。』そして彼は朗読されました。；30. それであなたはあなたの顔を純正な教えに，確り向けなさい。アッラーが人間に定められた天性に基いて。アッラーの創造に，変更がある筈はない。それは正しい教えである。だが人びとの多くは分らない。；ビザンチン章(アッローム)30:30」(サヒーフ･アル=ブハーリー、ハディース6.298．)
残念な事に、世界中でイスラームが最も早く成長している宗教という事実にもかかわらず、多くのムスリム達は、今日真の本来のイスラームを失い、ムスリム共同体は弱くなっています。十分な食糧と快適な家、私達の厳しい仕事をするための多くの機械を与えるこの世俗的世界の、大いなる豊かさにも関わらず、私達の心はまだ特別な養分が欠乏しており、居場所を探すために主と繋がる必要があります。

；157. かれらは文字を知らない預言者，使徒に追従する者たちである。かれはかれらのもっている（啓典）律法と福音の中に，記され見い出される者である。かれは正義をかれらに命じ，邪悪をかれらに禁じる。また一切の善い（清い）ものを合法〔ハラール〕となし，悪い（汚れた）ものを禁忌〔ハラーム〕とする。またかれらの重荷を除き，かれらの上の束縛を解く。それでかれ（使徒）を信じる者は，かれを尊敬し，かれを助けて，かれと共に下された御光に従う。これらの人びとこそは成功する者たちである。」；高壁章(アル･アアラーフ)7:157
ヒジュラ後のイスラームの広がり

イスラームの神託の普遍的訴えの他の証拠は、預言者[image: image17.png]&)



が教友達と共に、愛する町マッカから、他の町マディーナへ聖還したことです。そしてマディーナの町から、預言者[image: image18.png]&)



の生存中に、彼の教友達は周辺地域へ神託を持ち込みました。そして預言者[image: image19.png]&)



が亡くなられたすぐ後に、彼らは当時の全ての文明世界へイスラームを広げました。
預言者[image: image20.png]&)



は、彼らが他の民族を導く大いなる責任があると信じました。；16. これによってアッラーは，御好みになる者を平安の道に導き，またその御許しによって，暗黒から光明に連れ出し，かれらを正しい道に導かれる。；食卓章(アル･マーイダ)5:16　；1. アリフ・ラーム・ラー。われはあなたに，あなたが主の御許しによって，人びとを暗黒から光明に，偉大な讃美すべき方の道に導き出すために啓典を下した。；イブラーヒーム章14:1
ムスリム達は、アッラー[image: image21.emf]

が彼らの言葉によって誰かを導かれた時、常に嬉しく思います。アナス･イブン･マーリクは、預言者[image: image22.png]&)



の召使として働いていた、小さなユダヤ教の少年についての話を伝えています。「彼は重病にかかり、死の淵にいました。アッラーの御使い[image: image23.png]&)



は彼を訪ねて来て、彼の頭の側に座りました。預言者は彼に言いました。『ムスリムになりなさい。』その少年は父親を見ました。父親は言いました。『アブー･ル=カーシムが命じるようにしなさい。』それゆえその少年は、亡くなる前にイスラームを受け入れました。預言者は喜んで言いました。『この少年を地獄から救った者に私をして下さったであろうアッラーへ称讃あれ。』」(アル=ブハーリー)
預言者ムハンマド[image: image24.png]&)



の生存中、特にマッカの勝利の後、多くの人々がイスラームを受け入れました。；1. アッラーの援助と勝利が来て，2. 人びとが群れをなしてアッラーの教え（イスラーム）に入るのを見たら，3. あなたの主の栄光を誉め称え，また御赦しを請え。本当にかれは，度々赦される御方である。；援助章(アン･ナスル)110　そして預言者[image: image25.png]&)



が亡くなられた後、彼の教友達がこの大きな責任を果たし続け、イスラームの神託を、世界中に広げ始めました。それゆえヒジュラ暦の最初の世紀の間に、イスラームは東は中国から西はスペインまで、そして南はアフリカまで辿り着きました。
彼らは、一部の人々が信じるように強制によってイスラームを広めたわけではありません。なぜならアッラー[image: image26.emf]

は聖クルアーンの節でこれを禁じられ、宗教に強制はないとされたからです。；256. 宗教には強制があってはならない。正に正しい道は迷誤から明らかに（分別）されている。それで邪神を退けてアッラーを信仰する者は，決して壊れることのない，堅固な取っ手を握った者である。アッラーは全聴にして全知であられる。；雌牛章(アル･バカラ)2:256　彼らは使節や実業家として、模範的品行によってイスラームを広げました。彼らは訪れた場所全てで、平等と公正と慈悲深さと正直さと信頼厚さを確立しました。
一部の人々は、今度はこう尋ねるかもしれません。「では何故ムスリム達はそんなに多くの戦いをし、こんなに有名な戦士となったのでしょうか？」その答えは、ムスリム達はイスラームの神託を、統治者に圧制され、不公平に支配されている国民に齎しました。統治者達は、公平で平等な神託が、強制的に支配されている人々の元へ来る事を、確かに望んでいませんでした。彼らは、今日でもまだそうであるように、イスラームを最強の脅威と見なしました。なぜならイスラームでは、皆が平等であると見なされており、イスラーム法によれば皆が平等の権利を持ち、そしてこれはもちろん暴政の地位を破壊し、彼らの搾取を違法とするからです。

ムスリム達は、暴政から圧制された臣民を解放し、彼らの人間としての権利を与え戻すために、暴政を押し付けている暴政軍と戦いました。この後に、人々はイスラームを受け入れるよう招待され、そしてもし彼らがそう望むならばそれは良く、もし望まないならばそれでも構いませんでした。なぜならムスリム達の義務は、人々をイスラームに呼ぶことであって、彼らがムスリムになるように強制する事ではないからです。さらにムスリム軍は、市民に攻撃せず、女性と子供を殺さず、年長者や、寺院や教会の信仰深い人々を殺さないように、はっきりと指示されていました。彼らは、(必要がない限り)木々植物や動物を傷つける事さえ禁じられていました。彼らの戦いは敵軍とのみでした。これは、ムスリムの支配下に来た人々は、自由と保護を感じた事を意味します。

預言者ムハンマド[image: image27.png]&)



は、イスラームが全世界に広まるという約束を、アッラー[image: image28.emf]

が守られるであろうと確信していました。この点を証明する話があります。彼らがサウルの洞窟で3日間待った後、預言者[image: image29.png]&)



と彼の教友アブー･バカル[image: image30.png]


は、隠れていた場所から出てマディーナへ向かいました。彼らは尋ね人であって、預言者[image: image31.png]&)



とアブー･バカル[image: image32.png]


を、生死に関わらずマッカに連れ戻す事ができた者のために、クライッシュが彼らの首に100匹の駱駝の賞金を、そしてアブー･ジャハルが更にもう100加えていた事を知っていました。

スラーカ･イブン･マーリクは賞金稼ぎの一人で、彼らを見つけました。彼は近づいた時、彼らを撃とうと弓を引きました。彼がそうした時、彼の馬の足が砂に取られました。彼は3度挑戦し、毎回馬の足が砂に取られ、彼は動く事が出来なくなりました。彼はこの方が正にアッラーの御使いであるに違いないと気付き、預言者[image: image33.png]&)



へ言いました。「すみませんでした。私は二度とあなたに攻撃しないでしょう。」預言者[image: image34.png]&)



はスラーカがどれほど駱駝の報奨を欲しかったかを分かっていたので、それゆえ彼はスラーカに言われました。「この事により、私はあなたが、(ペルシャ王)ホスローの全ての宝を受け取るであろう事を約束します。」

ウマル[image: image35.png]


がカリフ(信者達の長)であった時、ムスリム軍はペルシャ軍を破り、彼らは王の宝を彼に持って来ました。彼らがこれら全ての宝をウマル[image: image36.png]


の前に持って来た時、彼は泣きながら言いました。「もしこれが良い物であるならば、アッラーは何故これを彼の愛する預言者に与えられなかったのでしょうか?　彼はこれによって私達を試す事を望まれています。スラーカ･イブン･マーリクはどこですか?」スラーカ[image: image37.png]


が来て、ウマル[image: image38.png]


は彼へ言いました。「預言者が、全てのペルシャ王の宝をあなたに約束された事を覚えていますか?」「覚えています。」とスラーカ[image: image39.png]


は答えました。「それゆえこれは全てあなたのものです。」とウマル[image: image40.png]


は言いました。

ムスリム達がマッカで初期に迫害されていた時でさえ、預言者[image: image41.png]&)



は教友達が苦しんでいるのを見て言いました。「アッラーに誓って、アッラーはこの宗教を、全ての街と砂漠地に至るまで広めらるでしょう。それにも関わらず、あなた達はこんなにも忍耐のない人々です。」（）

教友達の人種の多様性

イスラームが国際的であるという起源は、教友達に集約されています。彼らは異なった社会的背景、種族、色、国籍からでした。イスラーム以外に、これら全ての異なった人々を一緒に集める事ができるものは、何もありません。；63. またかれは，かれら（信者）の心を一つに結ばれる。あなたが仮令地上の一切のものを費やしても，あなたはかれらの心を一つに結ぶことは出来ない。だがアッラーはかれらを結合させる。本当にアッラーは偉力ならびなき英明な御方であられる。；戦利品章(アル･アンファール)8:63　；103. あなたがたはアッラーの絆に皆でしっかりと縋り，分裂してはならない。そしてあなたがたに対するアッラーの恩恵を心に銘じなさい。初めあなたがたが（互いに）敵であった時かれはあなたがたの心を（愛情で）結び付け，その御恵みによりあなたがたは兄弟となったのである。あなたがたが火獄の穴の辺りにいたのを，かれがそこから救い出されたのである。このようにアッラーは，あなたがたのために印を明示される。きっとあなたがたは正しく導かれるであろう。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:103　ビラール[image: image42.png]


は、ハバシャから来た黒人でした。スハイブ[image: image43.png]


はローマからで、サルマーン[image: image44.png]


はペルシャからでした。彼ら全てが、イスラームによって結ばれた兄弟でした。ある時、アブー･ザッル[image: image45.png]


はビラール[image: image46.png]


に言いました。「あなたの母はネグロ(黒人)だ！」預言者[image: image47.png]&)



は怒って言いました。「あなたは、心に無知の時代の偏見をまだ持っています。」アブー･ザッル[image: image48.png]


は恥じて惨めになりました。彼はビラール[image: image49.png]


の前で跪き、地面に頬をつけて、ビラール[image: image50.png]


に彼のサンダルをもう一方の頬に付ける様に頼みました。アル･マァルール･イブン･スアイダ(アル=ブハーリー、ムスリム)

今日のムスリムの義務

1． 統一

イスラームの普遍的性質の理解は、私達ムスリム達が一つの体として再統一するように圧力を掛けるはずで、彼らの間に生まれた全ての違いを置いとくはずです。私達はイスラームの本来の教えへ戻らなければならず、ムスリム達と非ムスリム達に、真のイスラームを呼び掛けなければなりません。；31. われは現世の生活においても，また来世においても，あなたがたの友である。そこではあなたがたの魂は望むものを得，そこではあなたがたの求めるものが得られる。；フッスィラ章41:31　

アブー･サイード･アル=フドリー[image: image51.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image52.png]&)



が「お前たちの誰でも，悪行を見かけたら自分の手でそれを変えるようにするがよい。それができなければ自分の舌で。それもできなければ心で。だがそれしかできぬ者は，もっとも信仰の弱い者。」と言っているのを私は聞きました。(サヒーフ･ムスリム、ハディース79)
アン=ヌゥマーン･イブン･バシール[image: image53.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image54.png]&)



は言われました。「アッラーの限界を守る者と守らない者は、船旅をしている人々のようである。彼らの内の一部は上部デッキに座っており、他の者は階下に座っています。階下の者の喉が渇いた時、彼らは上部デッキの人々に、水を渡してくれるように頼みます。彼らは水を頼まなければならないのが嫌なため、他の手段を考えようとします。そして彼らの一人が提案しました。『私達が欲しい時にいつでも水を得られるように、船の側面に穴を開けたらどうでしょう?』もし上部デッキの人々が、階下の人々に彼らの計画を実行する事を許したならば、彼ら全てが溺れるでしょう。しかしもし彼らが階下の者を止めたならば、彼ら全てが助かるでしょう。」(アル=ブハーリー)
；103. あなたがたはアッラーの絆に皆でしっかりと縋り，分裂してはならない。そしてあなたがたに対するアッラーの恩恵を心に銘じなさい。初めあなたがたが（互いに）敵であった時かれはあなたがたの心を（愛情で）結び付け，その御恵みによりあなたがたは兄弟となったのである。あなたがたが火獄の穴の辺りにいたのを，かれがそこから救い出されたのである。このようにアッラーは，あなたがたのために印を明示される。きっとあなたがたは正しく導かれるであろう。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:103
２．イスラームへ呼び掛ける事
　サーリヒーンの一人が言いました。「アッラーよ、あなたを得た者は何を失いますか？　そしてあなたを忘れた者は何を得ますか？」アッラーを得た者は全てを得ます。そしてアッラーを忘れた者は全てを失います。どれ程多くの心が、今日アッラーの御光を渇望しているのでしょうか。；125. 凡そアッラーが導こうと御望みになった者は，イスラームのためにその胸を開く。だが迷うに任せようと御考えになった者には，その胸をまるで天に登ろうとするかのようにしめせばめる（もがき苦しめる）。このようにアッラーは，信仰を拒否する者に恥辱を加えられた。；家畜章(アル･アンアーム)6:125　；22. アッラーが，胸を開きイスラームとし，主からの御光を受けた者が同じであろうか。災いなるかな，アッラーの啓示を頑なに拒む者こそ，明らかに心迷える者である。；集団章(アッ･ズマル)39:22

今日真実を探している多くの人々は、聖クルアーンとアッラーの御使い[image: image55.png]&)



の教えを研究した時、世界的問題の解決法を見つけます。彼らはそれが現世と来世において、人間を敬虔に正しく生きるように導く、とても素晴らしく完璧な教えである事に気付きます。不幸な事に、彼らが一部のムスリム達の状態を見た時、それは彼らにイスラームを拒否させます。
私達は全てのムスリム達が、アッラー[image: image56.emf]

への恐れを増し、真に本来のイスラームの道に従う事による彼らの人生の敬虔な模範と、彼らの行為と会話によって、世界の全ての人々へイスラームを呼びかけるという、大きな責任を認知する事を望みます。彼らは、彼らがイスラームの鏡のようであるという事を知らなければなりません。アッラーの御使い[image: image57.png]&)



と彼の教友達は、私達にイスラームの神託を齎すために、大いなる苦しみに耐えました。今、この神託を維持し、それから利益を得、その利益を他の人々に伝えるのは私達の責任です。
；110. あなたがたは，人類に遺された最良の共同体である。あなたがたは正しいことを命じ，邪悪なことを禁じ，アッラーを信奉する。啓典の民も信仰するならば，かれらのためにどんなによかったか。だがかれらのある者は信仰するが，大部分の者はアッラーの掟に背くものたちである。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:110　；104. また，あなたがたは一団となり，（人びとを）善いことに招き，公正なことを命じ，邪悪なことを禁じるようにしなさい。これらは成功する者である。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:104
イスラームへ人々を呼び掛ける事は、良い模範と良い行いによってであるべきです。；125. 英知と良い話し方で，（凡ての者を）あなたの主の道に招け。最善の態度でかれらと議論しなさい。あなたの主は，かれの道から迷う者と，また導かれる者を最もよく知っておられる。；蜜蜂章(アン･ナフル)16:125
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